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研
究
開
発
戦
略
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
へ

　
戦
後
、
研
究
開
発
が
製
品
化
へ
と
至
る
過
程
は
、「
基
礎
研

究
↓
応
用
研
究
↓
製
品
開
発
↓
市
場
化
」と
い
う
、
始
ま
り
が

あ
っ
て
終
わ
り
が
あ
る
よ
う
な「
リ
ニ
ア（
線
型
）モ
デ
ル
」と
し

て
長
く
捉
え
ら
れ
て
き
た 

。
そ
し
て
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
、
大

学
と
産
業
界
の
間
に
は
明
確
な
分
業
体
制
が
確
立
し
て
き
た
。

　
産
業
界
で
は
、
戦
後
の
経
済
成
長
下
、
大
企
業
を
中
心
に
リ

ニ
ア
モ
デ
ル
を
川
上
ま
で
自
社
内
で
垂
直
統
合
す
る
動
き
が
活

発
化
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
を
は
じ
め
、
戦
前
に
は
ま
だ

基
礎
研
究
の
機
能
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
企
業
が
、
相
次
い
で

基
礎
科
学
を
手
が
け
る
研
究
所
を
設
立
し
始
め
る
。
こ
の
い
わ

ゆ
る「
中
央
研
究
所
ブ
ー
ム
」は
、
米
国
か
ら
始
ま
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
の
企
業
に
も
波
及
し
て
い
く
。

　
し
か
し
１
９
７
０
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
競
争
の
果
て

に
、
こ
の
中
央
研
究
所
ブ
ー
ム
は
終
焉
を
遂
げ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
前
述

し
た
よ
う
な「
シ
ー
ズ
↓
ニ
ー
ズ
」「
川
上
↓
川
下
」と
い
う
線
的

な
モ
デ
ル
で
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
各
プ
ロ
セ
ス
が
相
互
に
連

関
し
合
い
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
多
発
的
に
起
こ
る
と
い

う
こ
と
の
発
見
が
あ
っ
た
。
技
術
革
新
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
着
目

し
た
ク
ラ
イ
ン
と
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
が「
技
術
革
新
の
連
鎖
モ
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デ
ル
」を
提
示
し
、
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
に
取
っ
て
替
わ
っ
た
。
こ

の
認
識
の
変
容
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
指
す
も

の
は
、
単
に
技
術
的
な
革
新
だ
け
で
な
く
、
組
織
や
経
営
の
革

新
、
斬
新
な
市
場
戦
略
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら

た
め
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
志
向
に
基
づ
く
研
究
体
制
の
再
編

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の「
連
鎖
モ
デ
ル
」が
提
起
し
た
最
大
の
含

意
は
、
市
場
志
向
へ
の
転
換
と
は
、
す
な
わ
ち「
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
志
向
」へ
の
転
換
を
意
味
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

技
術
開
発
を
成
功
に
導
く
う
え
で
重
要
な
の
は
、
科
学
技
術
の

シ
ー
ズ
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
む
し
ろ
全
体
設
計（
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
）の
理
念
を
明
確
に
し
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
全
行
程
を
、
で
き
る
だ
け
組
織
的
に
統
合（
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
化
）す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
産
業
界
は
全
体
傾
向
と
し
て
基
礎
研
究
を
縮
小
し
て
き
た

が
、
基
礎
研
究
を
止
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
に

基
づ
く
垂
直
統
合
と
い
う
発
想
を
止
め
た
の
で
あ
る
。
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
社
や
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
社
を
は
じ
め
、
多
く

の
企
業
が
中
央
研
究
所
志
向
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
志
向
へ

と
意
識
を
変
え
、「
技
術
開
発
の
垂
直
統
合
」で
は
な
く
、「
市

Ｃ＝中心となる技術革新の連鎖、ｆ＝短いフィードバック、Ｆ＝長いフィードバック、
Ｋ―Ｒ＝知識を通して研究へそしてＣへと戻っていく環、Ｄ＝研究と発明・分析的設計
を直接結ぶ環、Ｓ＝科学研究のサポート
（S. J. クライン著 『イノベーション・スタイル：日米の社会技術システム変革の相違』、鴨原文七訳、アグネ承風社、
1992等を参照して作成）

潜在的市場� 発明または�
分析的設計�
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場
開
発
の
水
平
統
合
」を
目
指
し
て
、
研
究
組
織
の
改
革
を

行
っ
て
き
た
。
自
社
内
で
基
礎
研
究
を
保
持
す
る
分
野
と
、
社

外
に
リ
ソ
ー
ス
を
求
め
る
分
野
の
峻
別
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
戦
略
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」に
基
づ
く
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
人

材
配
置
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、

企
業
の
重
要
な
戦
略
に
な
っ
て
い
る
。

　
必
然
的
に
、
市
場
環
境
や
技
術
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
組

織
は
流
動
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
複
雑
さ

が
増
し
て
い
る
。
現
場
に
ま
す
ま
す
情
報
が
集
中
す
る
よ
う
に

な
り
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
て
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
業
務
に
関
わ

る
者
は
、
相
手
先
と
自
社
の
ど
ち
ら
に
も
帰
属
意
識
を
持
つ
よ

う
に
な
る
。
企
業
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
と
現
場
を
つ
な
ぐ
リ
エ

ゾ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
新
た
に
配
置
す
る
な
ど
、
新
た
な
技
術

経
営
戦
略
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
型
研
究
で「
死
の
谷
」を
越
え
る

　
技
術
革
新
を
起
こ
す
上
で
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
へ
の
着
眼
だ
け
で
は
不
足
だ
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

　
パ
ロ
ア
ル
ト
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
旧
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）の
研
究
フ
ェ
ロ
ー
、
マ
ー
ク
・
ス
テ
フ
ィ
ッ
ク

は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験
を
も
と
に
研
究
開
発
活
動
を
体
系

的
に
分
析
し
、
そ
の
な
か
で
も
、
誰
も
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た

よ
う
な
利
用
価
値
や
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な「
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
」型
の
研
究
に
注
目
す
る
。

《
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
更

新
へ
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
を
創
造
し
た
人
は
、
未
だ
か
つ
て
い
な
い
。

（
中
略
）簡
単
に
い
う
と
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
は「
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
み
な
ら
ず
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
」を
も
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
》 （
マ
ー
ク
＆
バ
ー
バ
ラ
・

ス
テ
フ
ィ
ッ
ク
著 

『
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
ー
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
理
と
戦

略
』２
０
０
６
、
第
１
章
、
原
著
２
０
０
４
）

　
ス
テ
フ
ィ
ッ
ク
ら
は
、
近
年
の「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」戦
略
は
、
確
か
に
効
果
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦

略
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
効
果
的
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
戦
略

で
は
な
い
と
い
う
。
自
社
内
に
な
い
知
識
を
外
に
求
め
る
オ
ー

プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
、
競
争
優
位
の
た
め
の
知

の
源
泉
が
生
み
出
せ
な
い
。
真
に
重
要
な
知
識
は
、
自
社
内
で

生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
基
礎
研
究
と
、
市
場
化
を
見
据
え
た
応
用
研
究
、
製
品
化
と

の
間
に
は
、「
死
の
谷（
デ
ス
バ
レ
ー
）」あ
る
い
は「
ダ
ー
ウ
ィ
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ン
の
海
」と
呼
ば
れ
る
深
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
有
望
そ
う
な

シ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
不

十
分
で
あ
る
。
成
功
し
て
あ
ち
ら
側
に
行
け
る
シ
ー
ズ
は
ほ
ん

の
一
握
り
で
あ
り
、
多
く
は
谷
の
あ
ち
ら
側
へ
た
ど
り
着
く
こ

と
が
で
き
ず
、
谷
底
の
藻
く
ず
と
な
る
。

　
こ
の
段
階
で
は
、
ど
こ
に
市
場
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
技
術

と
市
場
を
結
ぶ
鍵
は
何
か
、
ま
っ
た
く
暗
中
模
索
の
状
態
に
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ
て
初
め
て
研
究
が

「
死
の
谷
」を
越
え
、
谷
の
向
こ
う
側
の
山
に
足
を
踏
み
入
れ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
型
研
究
は
、
異
分
野
の
研
究
者
た
ち
が
協

働
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
間
の「
空
白
」を
埋
め

る
知
識
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
場
合
が
多
い
。
こ
う

し
た
タ
イ
プ
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究

の
み
な
ら
ず
、
産
業
界
の
研
究
開
発
に
お
い
て
も
多
く
み
ら
れ

る
。
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
成
し
遂
げ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
の
り
は
よ
り
楽
に
な
る
。
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
は
、
漸
進
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
よ
り
高
い
競

争
力
と
付
加
価
値
を
伴
う
「
根
本
的
（
ラ
デ
ィ
カ
ル
）
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
可
能
に
す
る
。
ス
テ
フ
ィ
ッ
ク
ら
は
そ
う
主

張
す
る
。

科
学
技
術
体
制
の「
モ
ー
ド
１
」と「
モ
ー
ド
２
」

　
こ
こ
で
今
少
し
、
産
学
官
連
携
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ク
ロ
な

科
学
技
術
体
制
を
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。

　
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
社
会
全
体
の
研
究
開
発
体
制
の
変
容
を

見
据
え
、
理
念
型
と
し
て
提
示
し
た
の
が
、
マ
イ
ケ
ル
・
ギ
ボ

ン
ズ
ら
の「
知
識
生
産
の
モ
ー
ド
論
」で
あ
る
。
ギ
ボ
ン
ズ
ら

は
、
ポ
ス
ト
工
業
社
会
を
志
向
す
る
今
日
の
科
学
技
術
の
知
識

生
産
は
、
従
来
型
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
志
向
で
好
奇
心
駆
動
型
の

研
究
開
発
体
制（
モ
ー
ド
１
）か
ら
、
よ
り
問
題
解
決
志
向
で
参

加
型
の
研
究
開
発
体
制（
モ
ー
ド
２
）へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
、

そ
こ
で
要
請
さ
れ
て
い
る
技
術
移
転
と
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

と
い
う
よ
り
も「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」で
あ
り
、
バ
ト
ン
リ

レ
ー
で
は
な
く
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
て

い
る
。
モ
ー
ド
２
で
は「
参
加
の
組
織
化
」が
決
定
的
に
重
要
で

あ
り
、
知
識
は
流
動
的
で
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
よ
う
な
一
時
的
な
組
織
に
、
人
的
資
源
が
絶
え
ず
再
配
置

さ
れ
る
こ
と
で
蓄
積
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
モ
ー
ド
１
の
世
界
に
安
住
し
て
き
た
研
究
者
・
学

者
た
ち
が
、
モ
ー
ド
１
と
は
全
く
異
質
な
モ
ー
ド
２
の
考
え
方

や
行
動
体
系
を
身
に
つ
け
実
践
す
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
。
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さ
ら
に
い
え
ば
、
今
日
の
新
し
い
研
究
体
制
の
下
で
は
、
た

だ
単
に
モ
ー
ド
２
へ
移
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
モ
ー
ド
２
と

モ
ー
ド
１
の
世
界
を
併
存
さ
せ
な
が
ら
、
人
材
や
研
究
資
源
を

流
動
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
と
い
う
、
さ
ら
に
困
難
を

伴
う
課
題
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

大
学
・
公
的
研
究
機
関
の
役
割
の
変
化

　
モ
ー
ド
論
に
よ
っ
て
予
見
さ
れ
た
よ
う
に
、
１
９
８
０
年
代

後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
皮
切
り
に
、
日
本
で
も
、
大
学
や
研
究
機
関
を
め
ぐ
る
制

度
変
革
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
、
ポ
ス

ト
工
業
化
時
代
に
お
け
る
大
学
・
公
的
研
究
機
関
へ
の
社
会
的

要
請
の
変
化
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
連

の
改
革
を「
知
識
社
会
の
到
来
」の
、
一
つ
の
端
的
な
兆
し
と
み

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
社
会
か
ら
大
学
・
公
的
研
究
機
関
へ
の
大
き
な
要
請
は
、

「
社
会
の
問
題
解
決
」へ
の
よ
り
直
接
的
な
参
加
、
前
述
し
た

モ
ー
ド
２
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。
も
っ
と
直
裁
に
い
え
ば
、

「
経
済
成
長
」へ
の
直
接
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

要
請
に
伴
っ
て
、
学
者
は
、
よ
り
問
題
解
決
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
参
加
す
る
時
間
の
比
重
を
高
め
て
い
る
。
そ
れ
は
往
々
に

（ギボンズ他編著、『現代社会と知の創造：モード論とは何か』 小林信一監訳，丸善ライブラリー  241, 1997、原著1994をもと
に作成）

ディシプリンに囲い込まれた中での静的な知
識の創出と蓄積
知的関心が駆動力

知識は制度化されたディシプリンと専門職業
化を通して、アカデミックコミュニティの中に
蓄積される
ディシプリンにもとづく専門家の擬集性
基礎と応用を操作的に区別する

成果＝応用されるもの

ディシプリナリな能力が一次的なアイデン
ティティ、マルチディシプリナリな能力は二次
的・付加的なもの

動的な社会応用の文脈による知識生産
流動的な問題解決能力
より複合的で多次元的な動機や評価基準が駆
動力
知識は流動的で、一時的な組織に流通し、人的資
源が再配置されることで移転し蓄積される

ディシプリンへの忠誠心や組織的統制が弱まる
基礎と応用、理論と実践の不断の交流
発見のプロセスがますます製造のプロセスに
統合される
成果＝さらなる理論的発展の原動力
オープンエンド、高度に局所的な状況依存性
ディシプリナリな能力も、マルチディシプリナ
リな能力も、どちらも重要。さらに重要なのは、
両者のポートフォリオを管理すること
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し
て
、
従
来
型
の
自
分
自
身
の
専
門
的
な
研
究
と
は
直
接
の
関

係
が
な
か
っ
た
り
、
研
究
者
と
し
て
の
評
価
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
に
く
い
活
動
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
同
時
に
そ
こ
で
は
、
モ
ー
ド
２
と
モ
ー
ド
１
の
往
還
関
係
を

い
か
に
生
み
出
す
か
と
い
う
こ
と
も
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

ギ
ボ
ン
ズ
ら
は
、
モ
ー
ド
１
と
モ
ー
ド
２
に
は
相
互
作
用
が
あ

り
、「
モ
ー
ド
２
は
モ
ー
ド
１
に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
補
う
も
の
」だ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
か
ら
の

伝
統
的
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
体
制
の
下
に
秩
序
だ
っ
て
蓄
積
さ

れ
る
知
や
、
冗
長
で
成
功
の
偶
発
性
の
高
い
研
究
、
好
奇
心
駆

動
型
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
る
創
造
的
な
成
果
も
ま
た
、
モ
ー
ド

２
の
時
代
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
れ
は
、
大
学
や
公
的
研
究
機
関
に
と
っ
て
、
大
変
に

厳
し
い
課
題
を
突
き
付
け
る
。
実
際
、
こ
の
２
つ
の
モ
ー
ド
の

両
立
は
、
産
学
官
連
携
を
進
め
る
世
界
の
大
学
や
公
的
研
究
機

関
に
お
い
て
、
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
大
学
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
む
中
で
、
す

べ
て
の
大
学
が
こ
の
２
つ
の
モ
ー
ド
を
両
立
さ
せ
ら
れ
る
体
力

を
持
っ
て
は
い
な
い
た
め
、
今
後
、「
産
学
連
携
を
行
わ
な
い
」

と
宣
言
す
る
大
学
も
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
強
い
大
学
は
産
業
界
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
強
化
し
、
大

型
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
志
向
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
中
小
企
業
の
役
割

　
20
世
紀
後
半
は
、
産
業
界
が
近
代
科
学
を
巧
み
に
活
用
す
る

能
力
を
獲
得
し
、
産
業
技
術
そ
れ
自
体
の
う
ち
で
技
術
が
再
生

産
さ
れ
、
技
術
革
新
が
生
ま
れ
る
時
代
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

２
つ
の
世
界
大
戦
期
を
は
さ
ん
で
、「
産
業
技
術
」の
質
は
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
た
。
大
企
業
と
中
小
零
細
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
質
の「
技
術
」を
確
立
し
、
社
会
的
分
業
を
通
じ
て
相

互
に
依
存
し
合
い
な
が
ら
、
産
業
技
術
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

　
か
く
し
て
、
一
方
で
は
大
企
業
に
よ
る
組
織
的
な
高
度
産
業

科
学
技
術
が
、
他
方
で
は
職
人
的
な
摺
り
合
わ
せ
に
優
れ
た
中

小
零
細
企
業
の
、
ロ
ー
テ
ク（
決
し
て
劣
位
と
い
う
意
味
で
は

な
い
）産
業
技
術
が
、
産
業
技
術
そ
れ
自
身
の
内
部
で
自
律
的

に
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
大
企
業
の
研
究
所
ブ
ー
ム
は
１
９
７

０
年
代
頃
か
ら
下
り
坂
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ト
ッ
プ
企

業
は
研
究
開
発
へ
の
投
資
を
依
然
と
し
て
拡
大
し
続
け
て
い

る
。
大
企
業
は
、
高
学
歴
の
理
工
系
人
材
を
組
織
内
に
抱
え

て
、
必
要
な
シ
ー
ズ
や
方
法
論
を
求
め
て
学
者
を
能
動
的
に
探
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業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
を
単
位
と
す

る
自
律
社
会
を
考
え
る
際
に
は
、
第
一
に
こ
の
両
者
の
技
術
の

「
質
」の
違
い
を
明
確
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
課
題
は
、
中
小
企
業
の
研
究
開
発
能
力
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
ど
う
高
め
る
か
で
あ
る
。
中
小
企
業
の
民
間
研
究
開
発

投
資
に
占
め
る
シ
ェ
ア（
表
参
照
）を
み
る
と
、
日
本
で
の
中
小

企
業
の
研
究
開
発
投
資
の
割
合
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
格
段
に

少
な
い
。
従
業
員
５
百
人
未
満
企
業
の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
に

７
・
２
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
17
・
４
％
の
４
割
程
度
し
か
な

い
。
日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
許
容
力
の
底
上
げ
が
い
か
に
重

要
な
課
題
か
、
こ
の
数
字
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

　
１
９
８
０
年
代
以
降
、「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」が
、

経
済
成
長
政
策
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き

た
。
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
は
、
地
域
を
経
済
発
展
の

単
位
と
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の

理
由
の
主
な
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
①
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
け
る
競
争
の
単
位
は「
地
域
」で

あ
る
。

　
②
地
域
の
地
理
的
近
接
性
は
、
知
識
・
情
報
・
技
術
の
移
転

　　　　

米国（1999）............ 10.4% .......... 8.3% ......... 18.7%

カナダ（1998）......... 16.8% ........ 15.8% ......... 32.6%

イギリス（1999）....... 7.2% ........ 17.2% ......... 24.4%

フランス（1998）....... 6.8% ........ 14.3% ......... 21.1%

イタリア（1998）....... 5.4% ........ 18.9% ......... 24.3%

ドイツ（1997）........... 5.8% .......... 9.3% ......... 15.1%

日本（1999）....................................................... 7.2%

OECD平均（1999）... 7.2% ........ 10.2% ......... 17.4%

出典：OECD 『SME Outlook 2002 Edition』データより作成

100人未満     100-500人     （500人未満 ）

索
し
、
地
域
に
固
執
し
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
学
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
る
だ
け
の
実
力
を
保
持
し
て
い
る
。

　
他
方
で
、
そ
の
よ
う
な
技
術
許
容
力
は
も
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
異
な
る
質
の
技
術
で
高
い
能
力
を
発
揮
し
て
き
た
の
が
、

中
小
零
細
の
製
造
業
で
あ
る
。
特
に
、
地
域
の
経
済
や
雇
用
を

支
え
る
企
業
の
大
多
数
が
、
技
術
許
容
力
の
低
い
中
小
零
細
企

合計
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に
有
利
に
働
く
。

　
③
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
集
積
の
外
部
性
は
、
地
域
成
員
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
。

　
地
域
の
産
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
地
域
を
超
え
た
活
動
を
展
開
す
る
な
か
で
、
地
域
の
優
位

を
確
立
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
域
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
互
い
の
地
域
優
位
を
相
乗
的
・
補
完
的
に

高
め
合
う
こ
と
に
も
、
ま
た
奪
い
合
う
こ
と
に
も
な
る
。
地
域

に
根
ざ
さ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
、
よ
り
優
位
な
条
件
を
求

め
て
拠
点
を
次
々
と
乗
り
換
え
る
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
の
代
表

的
な
現
象
が
、
近
年
の
日
本
の
地
域
を
襲
っ
て
い
る「
空
洞
化
」

で
あ
る
。   

こ
の
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
フ
ト
が
進
む
な
か
で
、

地
域
に
お
け
る「
産
業
集
積（industrial agglom

eration

）」

「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー（industrial cluster

）」へ
の
重
要
性
へ
の

認
識
は
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
地

域
へ
の
産
業
の
凝
集
は
、
そ
の
周
辺
に
技
術
や
ア
イ
デ
ア
の
壮

大
な
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
を
も
た
ら
し
、
経
済
の
み
な
ら
ず
、

人
々
の
生
活
、
教
育
、
福
祉
、
考
え
方
に
ま
で
、
多
大
な
影
響

を
も
た
ら
す
。

　
１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て
、
一
方
で
は
国
を
代
表
す
る
大
企

業
の
牽
引
に
よ
る
産
業
成
長
の
停
滞
が
、
他
方
で
は
多
国
籍
企

業
に
よ
る
国
家
の
利
益
を
超
越
し
た
経
済
行
動
の
台
頭
が
、
国

家
の
経
済
政
策
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
規
模
の
経
済
の
限

界
と
と
も
に
、
既
存
の
新
古
典
主
義
の
経
済
学
の
枠
組
み
を
超

え
て
、
成
長
の
経
済
や
空
間
の
経
済
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
政

策
ツ
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
新
た

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
た
め
の
、
様
々
な
傍
流
理
論
の
統

合
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
中
小
企
業
の
技
術
革
新
力
優
位
の

研
究
、「
第
三
の
イ
タ
リ
ア
」の
よ
う
な
ク
ラ
フ
ト
型
産
業
集
積

の
優
位
に
着
目
し
た
研
究
な
ど
が
、
学
際
領
域
と
し
て
の
今

日
の「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
」の
基
盤
を
形
成
し
て
き

た
。

　
さ
ら
に
は
、
高
度
技
術
集
積
の
極（
ポ
ー
ル
）と
し
て
の「
大

学
」「
研
究
機
関
」の
興
隆
に
注
目
が
集
ま
る
。
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
ソ
フ
ィ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
ポ
リ
ス
な

ど
、
大
学
や
研
究
機
関
を
擁
す
る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
や
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
の
経
済
地
理
的
な
生
態
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
世
界

的
に「
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
」の
ブ
ー
ム
が
広
が
っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
、
地
域
に
お
け
る
知
識
移

転
を
活
発
化
さ
せ
る
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
産
学
官

連
携
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
ス
ピ
ン
オ
フ
企
業
の
起
業
促
進
な

ど
が
、
新
た
な
政
策
の
焦
点
に
な
っ
て
き
た
。
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求
め
ら
れ
る
地
域
の
自
律
的
発
展

　
日
本
で
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、
２
つ
の
地
域
ク
ラ
ス

タ
ー
政
策
、「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
」（
経
済
産
業
省
）、「
知

的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
」（
文
部
科
学
省
）が
相
次
い
で
導
入

さ
れ
、
全
国
の
採
択
地
域
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
両
ク

ラ
ス
タ
ー
政
策
の
大
目
標
は
、「
知
識
社
会
へ
の
イ
ン
フ
ラ
形

成
」で
あ
る
と
い
う
共
通
了
解
が
あ
る
。
両
政
策
の
間
で
は
、

こ
の
大
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
役
割
分
担
と
連
携

が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
は
地
方
政
府
主
導
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
大
型
の
産
学
官
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
核
に
連
携
を
広
げ
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

は
逆
に
、
広
く
技
術
開
発
志
向
の
中
小
企
業
の
参
加
を
促
し
、

裾
野
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
連
携
の
可
能
性
を
広
げ
て
い

く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
両
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
は
、
す
で
に
来
る
べ
き
将
来
の「
地
域

の
自
律
的
発
展
」へ
向
け
た
段
階
へ
と
シ
フ
ト
を
始
め
て
い

る
。
地
域
の
側
、
地
方
政
府
の
側
に
、
自
律
的
展
開
に
向
け
た

主
体
的
取
り
組
み
へ
の
移
行
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
特
に
日
本
の
場
合
、
東
京
へ
の
経
済
一
極
集
中
が

激
し
く
、
せ
い
ぜ
い
全
国
比
５
％
程
度
の
経
済
力
し
か
持
た
な

い
地
方
に
と
っ
て
、
自
律
展
開
は
厳
し
い
課
題
と
な
る
。
従
来

の
組
立
加
工
型
の
工
場
誘
致
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
、
大
企
業

の
誘
致
も
進
め
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
今
後
い
っ
そ

う
地
域
間
競
争
が
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
問
わ

れ
る
の
は
、
地
域
の
地
理
的
な
立
地
優
位
性
の
み
な
ら
ず
、
生

活
や
教
育
の
質
の
高
さ
、
中
小
企
業
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
で
あ
る
。

　
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
解
は
１
つ
で
は
な
い
。
地
域

は
自
ら
の「
特
殊
な
解
」を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
て

る
資
源
、
歴
史
的
に
辿
っ
て
き
た
発
展
経
路
、
ア
ク
タ
ー
間
の

関
係
の
あ
り
よ
う
な
ど
、
地
域
固
有
の
制
度
環
境
に
つ
い
て
、

統
計
的
な
デ
ー
タ
や
形
骸
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
見
え
て

こ
な
い
質
的
な
側
面
、
例
え
ば
、
信
頼
、
信
用
と
い
わ
れ
る
も

の
の
地
域
的
特
徴
、
知
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
の
特
性
な
ど

へ
の
深
い
洞
察
が
必
要
と
な
る
。
地
域
が
自
律
的
展
開
を
行
っ

て
い
く
上
で
は
、
自
ら
の
自
律
社
会
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
知
識
を

核
と
す
る
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
構
築

し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。




